
農業水利施設情報のデータストックについて紹介します。

鳥取県 水土里ネットとっとり 県内土地改良区

内容：水土里情報利活用促進事業により整備した水土里情報を活用し、農業水利
施設の基本情報、機能診断情報、保全情報、維持管理情報等のデータを水土
里情報システムによりデータベース化し、一元的なデータ管理を実施。

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第 47号

今回紹介する団体：

経緯：①県が整備した基幹水利施設は築造から相当年数経過し、耐用年数を超え
る施設もあり、管理に支障が生じる施設が見受けられるようになった。

②数年前から、県は基幹水利施設のストックマネジメント事業を行い、今後
の長寿命化対策に向けて機能診断、監視計画策定、保全計画策定等の
整備を行っている。しかしながら、整備した施設情報をデータベースで管理
されていないため、土地改良区は、組合員への情報提供や施設の長寿命
化に向けて日々維持管理をする上で情報を活用しづらい状況である。

③水土里ネットとっとりは、県の依頼を受け情報共有、業務の効率化に向け
て、平成２５年度から鳥取県版水土里情報システムを活用し、施設情報・機
能診断情報・保全計画情報・維持管理情報等に関する総合的なデータ整備
を行うこととなった。また、農業水利施設保全合理化事業の情報も、今後、
同様に総合的なデータ整備をして行く予定である。
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基幹線水利施設の概要
と各診断区間状況



農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（横田、溝添） 03-6744-2212（直通）

■お問い合せ先

鳥取県土地改良事業団体連合会 地域支援課 0857-38-9500（代表）

県・土地改良区が農業水利施設の情報共有を図り、また保全計画に基づく日
常点検・定期点検の結果を共有することにより、劣化進行の状況を把握し、補
修・改修・更新の事業計画策定に活用。

今後の活用予定

期待される効果

①水土里情報システムで一元管理することにより、視覚的に状況の把握が容易
となる。

②県全体で今後の事業計画策定や施設の劣化状況の把握・集計作業が容易
になり業務の効率化が図られる。
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